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三四十人詰切市内取締ヲナシ或ハ外国人旅館ノ警衛ヲナス

荒 川 重 豊 が 描 いた 別 手 組

(荒川重平関係資料「重豊履歴画」 より)

荒川重豊 (徳次郎、1929年没)は、沼津兵学校資業生荒川重平の兄で、朝臣となり明治新政府の別手組に引き続き奉職した。
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菜

葉

隊

と

別

手

若
き
日
の
江
原
素
六
の
履
歴
に
は
不

明
な
部
分
が
あ
る
。　
一
人
歳
の
時
、
外

国
人
殺
傷
を
防
ぐ
た
め
の

「番
兵
」
に

な
り
、　
一
日
二
朱

の
給
金
を
も
ら

い
、

半
月
毎
に
横
浜
と
江
戸
を
往
来
し
勤
務

し
た
。
そ
の
後
、
「
横
浜
を
警
衛

の
為

め
、
外
に
兵
隊
の
組
織
が
出
来
ま
し
た

の
で
私
共
如
き
士
族
の
有
志
者
か
ら
成

立

つ
兵
」
は
廃
止
さ
れ
、
給
料
を
も
ら

え
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う

（
『急

が
ば
廻
れ
』
所
収
の
回
想
録
、
二
人
七

頁
、
三
〇
三
頁
）
。
数
え

の

一
八
歳
は

安
政
六
年

（
一
人
五
九
）
、
満

一
八
歳

で
あ

れ
ば
万
延
元
年

（
安
政
七
年
、

一
八
六
〇
）
の
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
江
原
自
筆

の
履
歴
書
に

は
、
文
久

「
二
年
横
浜
番
兵
被
命
」
と

あ
り
、
年
代
が
合
わ
な

い
。
結
城
礼

一

郎
が
編
纂
主
任
と
な

っ
た

『
江
原
素

六
先
生
伝
』

で
は
、
履
歴
書

の
ほ
う

を
優
先
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
横
浜
警
衛

隊

に
入
り
、
銃

や
火
包
を
背
負

い
吉

田
橋

の
袂
に
あ

っ
た
勤
務
地
ま

で
半

月
交
替

で
通
勤
し
た

の
は
文
久

二
年

日
巳
玄
不

（
一
八
六
二
）
、
二

一
歳

の
時
だ

っ
た

と
す
る
。
そ
の

一
方
で
、
緑
色
の
上
衣

を
着
て
い
る
こ
と
か
ら

「
莱

ツ
葉
隊
」

と
呼
ば
れ
た
、
江
戸
駐
在
の
ア
メ
リ
カ

公
使

ハ
リ
ス
の
身
辺
警
護
の
た
め
設
け

ら
れ
た
騎
馬
隊
の

一
員
と
な
り
、
そ
の

伝
令
使
を

つ
と
め
た
と
す
る
が
、
「
こ

の
騎
馬
隊
と
横
浜
警
衛
隊
と
の
連
絡
明

瞭
な
ら
ず
、
或
は
交
替
勤
務
せ
る
も
の

か
」
と
注
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
ハ

リ
ス
は
文
久
二
年
四
月
に
日
本
を
去

っ

て
い
る
。
後
に
刊
行
さ
れ
た
村
田
勤
著

『江
原
素
六
先
生
伝
』

で
は
、

ハ
リ
ス

警
護
の

「莱
葉
兵
」
と
横
浜
警
衛
隊
と

を
全
く
別
の
も
の
と
し
て
記
し
て
い
る

ほ
か
、
横
浜
勤
務
は
二
〇
歳
か
ら
二
五

歳
ま
で
続

い
た
と
す
る
。

こ
の

「菜
葉
隊
」
に
つ
い
て
は
、
当

時
、
ア
メ
リ
カ
公
使
館
が
置
か
れ
た
麻

布
善
福
寺
で
英
語
を
習

っ
て
い
た
益
田

孝
の
自
叙
伝
に
、
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
暗
殺

の
よ
う
な
不
祥
事
が
起
き
な

い
よ
う

に
、
草
色
の
羽
織
を
着
た
五
〇
騎
ほ
ど

が

ハ
リ
ス
を
護
衛
し
た
も

の
で
、
「
隊

し

長
は
有
名
な
江
原
素
六
で
あ

っ
た
ｃ

ハ

リ
ス
が
帰
館
す
る
と
、
江
原
が
宿
寺
の

外
国
方
役
人

へ
い
ち

い
ち
届
け
に
来

た
。
私
は
そ
の
時
か
ら
江
原
と
懇
意

に
な

っ
た
」

（
『自
叙
益
田
孝
翁
伝
』
、

四
四
頁
）
と
あ
る
の
が
、
典
拠
と
考
え

ら
れ
る
。
益
田
は
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を

結
城
編

『江
原
素
六
先
生
伝
』
に
寄
せ

た
文
章
の
中
で
も
述
べ
て
い
る
。

江
原
伝
の
編
者
結
城
礼

一
郎
は
、
後

に
自
分
の
父
親
の
伝
記
の
中
で
再
び
菜

葉
隊
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
れ
は
戊
辰

戦
争
時
、
甲
府

へ
向
か

っ
た
甲
陽
鎮
撫

隊

（新
選
組
）
が
新
政
府
軍
と
戦
う
際

に
期
待
し
た
後
詰
の
兵
力
が

「
以
前
神

奈
川
に
い
た
菜
葉
隊
」
二
大
隊
で
あ

っ

た
と
す
る
記
述
で
あ
る

（
『旧
幕
新
撰

組
の
結
城
無
三
二
』
、
七
六
頁
）
。
こ
の

記
述
が
も
と
と
な
り
、
勝
沼
戦
争
に
先

立
ち
土
方
歳
三
が
応
援
を
頼
み
に
行

っ

た
相
手
が
莱
葉
隊
で
あ

っ
た
と
す
る
俗

説
が
生
ま
れ
た
ら
し
い

（司
馬
遼
太
郎

の
小
説

「燃
え
よ
剣
』
で
は
神
奈
川
駐

屯
の
菜
葉
隊

一
六
〇
０
名
に
救
援
を
頼

み
に
行

っ
た
が
断
ら
れ
た
と
な

っ
て
い

る
）〓
す
で
に
戊
辰
時
に
莱
葉
隊
は
存

在
せ
ず
、
結
城
の
記
述
は
明
ら
か
な
誤

り
で
あ
る
ｃ

ヽ

そ
も
そ
も
江
戸
に
設
置
さ
れ
た
外
国

公
使
館
の
警
備
を
増
強
す
べ
く
、
幕
府

が
従
来

の
町
奉
行
配
下
の
同
心
ら
と

は
別
に
外
国
奉
行
支
配
手
附
と

い
う

名
の
警
備
員
を
新
設
し
た
の
は
万
延
元

年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
久

元
年

一
月
に
は
、
外
国
御
用
出
役
と

い

う
名
で
、
講
武
所
で
学
ん
で
い
た
武
術

に
自
信
の
あ
る
者
三
〇
〇
名
を
採
用
し

た
。
文
久
三
年
九
月
、
外
国
奉
行
支
配

手
附
と
外
国
御
用
出
役
は
合
併
し
、
別

手
組
と
称
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
別
手

組
は
、
「
粋
な
講
武
所
勇
み
な
小
づ

つ

程
の
よ
い
の
が
別
手
組
」
と
江
戸
の
町

で
唄
わ
れ
た
よ
う
に

（増
田
わ
か
女
述

「
上
野
戦
争
前
後
」
『江
戸
文
化
』
第

四
巻
第
九
号
、　
一
九
二
〇
年
）
、
庶
民

か
ら
も
注
目
を
浴
び
た
日
新
し
い
軍
事

組
織
で
あ
り
、
天
狗
党
討
伐
や
長
州
征

討
に
も
出
兵
し
た
ｃ
維
新
後
、
戊
辰
戦

争
を
戦

っ
た
者
や
静
岡

へ
移
住
し
た
者

も
あ
る
が
、
組
織
と
し
て
は
新
政
府
の

兵
部
省
や
東
京
府
に
引
き
継
が
れ
、
明

治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
廃
止
さ
れ
る

ま
で
外
国
人
警
備
を
担
当
し
た
ｃ
ア
ー

ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ
に
よ
れ
ば
、
彼
を
護

衛
し
て
い
た
別
手
組

の
者
は
、
「
み
な

天
皇

の
臣
下
に
な
り
た
が

っ
て
い
た
」
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と

い
う

（
『
一
外
交
官

の
見
た
明
治
維

新

（下
）』
、
二

一
〇
頁
）
こ
ち
な
み
に
、

沼
津
兵
学
校
に
は
別
手
組
の
出
身
者
と

し
て
、
本
多
忠
直

・
伊
庭
真

・
野
口
保

三
ら
が
い
た
。

江
原
は
文
久
二
年
九
月
に
は
講
武
所

教
授
方
に
転
じ
た
の
で
、

ハ
リ
ス
を
警

護
し
た
と
す
れ
ば
別
手
組
と
改
称
す

る
前
の
外

国
奉
行
支

配
手
附
か

外
国
御
用

出
役
の
ど

ち
ら
か
と

図

な

る

ｃ

ま

之狛

た

、

幕

府

ス
　
ト
＾
ヽ
　
ヽ
　
―

ク

　
トＬ

　

ノ
　
ー

一ハ

ス
ら
外
国

鉄
人
が
江
戸

国戦
の
町
を
自

翻
由
に
馬
で

明
乗
り
回
す

の
に
苦
労

し
、
馬
術

に
熟
達
し

た
者
を
警

護
役
に
加

え
る
必
要

）

に
迫
ら
れ
た

（
「続
通
信
全
覧
　
類
輯

之
部

１６
』
）
＾
益
田
孝

の
吾
う

こ
と
を

信
じ
れ
ば
、
江
原
が
伝
令
使
を

つ
と
め

た
騎
馬
隊
と
は
こ
の
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
江
原
の
回
想
録
に
は
、
後
に

京
都
で
会
津
藩
士
か
ら
乗
馬
を
習
う
ま

で
、
馬
に
乗

っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
と

あ
り

（
『急
が
ば
廻
れ
』
、
〓
三

三
頁
）
、

矛
盾
す
る
。

菜
葉
隊
に
つ
い
て
は
、
益
田
の
証
言

と
は
少
し
違
う
も
の
が
あ
る
。
「神
奈

川
に
定
番
役
が
あ

つ
て
羽
織
の
色
が
青

か
つ
た
の
で
菜
葉
々
々
と
申
し
ま
し
た

下
た
番
と
云
ふ
も
あ
り
ま
し
た
」

（「史

談
会
記
事
」
『旧
幕
府
』
第
三
巻
第
九

号
、　
一
人
九
九
年
）
と

い
う
田
辺
大

一

の
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
菜

葉
隊
と
は
治
安
維
持

・
外
国
人
警
護
の

た
め
横
浜
に
配
備
さ
れ
た
神
奈
川
奉
行

支
配
定
番
役
の
こ
と
と
な
る
。
文
久
三

年

（
一
八
六
三
）
二
月
に
新
設
さ
れ

た
も
の
で
、
定
番
役
頭
取
、
定
番
役
頭

取
勤
方
、
定
番
取
締
役
、
定
番
役
、
定

番
役
出
役
、
定
番
役
並
、
定
番
役
並
出

役
、
定
番
役
並
御
雇
と
い
っ
た
階
級
が

あ
り
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
は

七
〇
〇
人
に
達
し
た

（
『横
浜
市
史

資
料
編
六
』
）
。
慶
応
二
年

（
一
人
六
六
）

ヽ

五
月
に
廃
止
さ
れ
、
五
三
八
人
が
別
手

組
に
編
人
さ
れ
た

（
『東
京
市
史
稿

市
街
篇
第
四
十
八
』
、
七
九
頁
）
。
定
番

役
か
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
伝
習
を
受

け
た
古
屋
佐
久
左
衛
門
、
窪
田
泉
太
郎

（鎮
章

・
備
前
守
）
、
林
八
千
雄

（
百

郎
）
、
永
持
左
司
馬
、
小
山
勝
三

（勝

之
助
）
ら
が
輩
出
し
た
ｃ

定
番
役
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
歩
兵
に

編
入
さ
れ
た

一
〇
〇
〇
人
余

の
下
番

は
、
番
所
附
下
番
の
こ
と
で
あ
り
、
近

郷
の
百
姓
な
ど
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
後

に
足
軽
と
改
称
し
た
神
奈
川
奉
行
支
配

下
番

（役
所
附
下
番
）
と
は
別
と
さ
れ

る
。
菜
葉
隊
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
萌
黄

地
に
武
の

一
字
を
丸
く
書

い
た
三
ツ
紋

の
羽
織
を
着
用
し
て
い
た
こ
の
下
番
の

ほ
う
だ

っ
た
と
す
る
文
献
も
あ
る
（
『横

浜
市
史
稿
　
政
治
編
二
』
、　
一
九
七
三

年
、
名
著
出
版
、
三
四
七
頁
）
ｃ
慶
応

三
年
九
月
時
点
の
史
料
に

「神
奈
川
武

兵
銃
隊
」
二
大
隊
と
あ
る
の
も
同
じ
だ

と
考
え
ら
れ
る

（熊
澤
徹

「幕
府
軍
制

改
革
の
展
開
と
挫
折
」
）
。

上
野
戦
争
で
旭
隊
を
率

い
戦

っ
た
隊

長
一
人
、
後
の
沼
津
兵
学
校
資
業
生
吹

田
鯛
六
は

「
神
奈
川
銃
隊
教
頭
」
、
奥

山
八
十
八
郎
は
元
神
奈
川
定
番
役
だ

っ

た

（
『彰
義
隊
戦
史
』
）
こ
旭
隊
の
隊
員

一
五
〇
名
も
神
奈
川
の
兵
か
ら
構
成
さ

れ
た
た
め
、
吹
田
を
菜
葉
隊
隊
長
と
す

る
誤
解
も
生
ま
れ
た
。
歩
兵
に
編
入
さ

れ
た
下
番
は
、
成
辰
時
に
は
四
〇
Ｃ
人

程
が
勘
定
奉
行
の
配
下
と
な
り

「勘
定

所
付
抱
組
」
と
称
し
江
戸
に
勤
務
し
て

い
た

（
『復
古
記
』
第
十
冊
、
三
七
九

頁
）
。

「
士
族

の
有
志
者
か
ら
成
立

つ
兵
」

が
廃
止
さ
れ
た
と

い
う
江
原

の
言
葉

が
、
慶
応
二
年
五
月
の
神
奈
川
奉
行
支

配
定
番
役
廃
上
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
整
合
性
が
あ
る
の
だ
が
、

彼
の
履
歴

・
年
齢
と
は
合
わ
な
い
．
果

た
し
て
江
原
は
、
外
国
奉
行
支
配
手
附

あ
る

い
は
外
国
御
用
出
役
だ

っ
た

の

か
、
そ
れ
と
も
神
奈
川
奉
行
支
配
定
番

役
だ

っ
た
の
か
？
　
さ
ら
に
や
や
こ
し

い
の
は
、
外
国
奉
行
管
下
と
は
別
に
、

万
延
元
年
二
月
任
命
の
神
奈
川
奉
行
手

附
出
役
、
文
久
二
年
八
月
任
命
の
神
奈

川
奉
行
支
配
御
用
出
役
と
い
っ
た
名
称

の
警
備
隊
も
存
在
し
た
こ
と

で
あ
る

（
『横
浜
市
史
　
資
料
編
六
』
）
．

江
原
が
所
属
し
た
部
隊
は
ど
れ
な
の

か
、
史
料
不
足
に
よ
り
、
ま
だ
結
論
を

出
せ
な
い
。
　
　
　
　
（樋
口
雄
彦
）
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・
お

知

せ

５
月

１７
日
田

「
第

３
回
そ
ろ
く
ま

つ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い

に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
８００
名
以
上
の

方
々
に
ご
来
館

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
初
の
試
み
と
し
て
、
環
境
に
配
慮

し
、
お
餅

。
と
ん
汁
の
配
布
に
使
う
食

器
を

マ
イ
お
箸

・
マ
イ
お
椀
に
し
ま
し

た
ｃ
エ
コ
意
識
の
高

い
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

《
実
施
し
た
催
事
》

○
も
ち

つ
き

・
と
ん
汁
　
無
料
配
布

○
日
古
太
鼓
演
奏

○
素
六
青
頭
演
舞

○
体
験

コ
ー
ナ
ー

・
竹
細
工
　

・
房
楊
枝
作
り

・
昔
の
遊
び

（竹
馬
、
竹
鉄
砲
、
缶

ぽ

っ
く
り
な
ど
）

○
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
の
上
映

今
井
正
初
監
督
作
品

（東
宝
）

○
特
別
展
示

「
子
ど
も
た
ち
の
見
た
江
原
素
六
」

金
岡

・
沢
円

・
愛
鷹

・
門
池

・
第

一

小
学
校
４
年
生
の
総
合
学
習
の
成
果

を
展
示
し
ま
し
た
。

○
金
岡
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

○
寸
劇

・
紙
芝
居

「そ
ろ
く
物
語
」

３
階
展
示
室
の
江
原
邸
を
舞
台
に
金

岡

・
沢
田
小
学
校
５
年
生
有
志
の
み

な
さ
ん
が
熱
演
し
ま
し
た
ｃ

ま
た
、
社
団
法
人
江
原
素
六
先
生
顕

彰
会
、
金
岡
婦
人
学
級
の
皆
様
、
金
岡
・

沢
田

・
愛
鷹

・
門
池

。
第

一
小
学
校
の

先
生

・
児
童
の
皆
様
、
竹
細
工
体
験
を

ヽ

担
当
し
て
く
だ
さ

っ
た

「
お
し
え
て
名

人
」
の
皆
様
、
金
岡
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
の
皆
様
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
に
多

大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〈
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
〉

８
月
１５
日
の
終
戦
の
日
を
前
に
、
市

内
に
残
る
戦
争

の
跡
を
見
学
し
て

「戦

争
」
と

「平
和
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

キ
い―
レ
よ
つヽ
。

と

き

　

８

月

６

日

本

対
象
　
中
学
生

と
き
　
８
月
８
日
土

・
１５
Ｈ
上

対
象
　
親
子

※
８
月
８
日
土
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

沼
津
戦
時
疎
開
学
園
の
当
時
の
疎
開

児
童
の
方
々
が
、
体
験
談
を
お
話
し

て
く
れ
ま
す
。

〈
戦
時
中
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
〉

戦
時
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な

く
ら
し
を
し
、
何
を
食
べ
て
い
た
の
か
、

実
際
に
戦
争
を
体
験
し
た
方
の
お
話
を

聞
い
た
り
、
非
常
食
と
し
て
食
べ
ら
れ

て
い
た

「す
い
と
ん
」
を
作

っ
て
食
べ

た
り
し
ま
す
ご

と
き
　
８
月
７
日
金
　
１０
時
～
１５
時

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

ヽ

〈
中
学

・
高
校
生
の
た
め
の

一
日
学
芸
員
体
験
講
座
〉

最
近
少
し
ず

つ
メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
つ

つ
あ
る

「学
芸
員
」
と
い
う
お
仕
事
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
仕
事
な
の
か
、
１
日

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
　
８
月
１２
日
水
　
Ю
時
～
１５
時

対
象
　
中
学
生

。
高
校
生

８
月
２１
日
輸
の
県
民
の
日
は
、
無
料

開
放
と
な
り
ま
す
。

ご
来
館
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
古
文
書
に
触
れ
る
方
を
対
象

に
開
講
し
ま
す
ｃ
館
所
蔵
の
近
世
文
書

を
テ
キ
ス
ト
に
、
武
田
藤
男
氏

（元
当

館
嘱
託
）
が
、
楽
し
く
解
読
法
を
教
授

し
ま
す
。

９
月
～
１０
月
の
毎
週
日
曜
日
　
全
５
回

１４
時
～
１６
時
　
受
講
料

・
無
料

（詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
９８
号

晰
諜

沼
津
市
明
治
史
料
館

昂

ヵ
を
■

〒
４１０
‐
開
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―
一

電
　
話
一
〇
五
五
―
九
二
三
―
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
―
九
二
五
―
三
〇

一
人

〓
一
一
０
¨ヽ

‘ヽ
‘̈
‘ヽ
ｒ
Ｏ
〓
ヽ
・日
〓
目
】
，
Ｎ
‘
・∽
口
一
Ｎ
“
ｏ
府
，
・

」
０
、だ
】
ｌ
ｏ
巨
、∽
一∽
０
ど
、日
Ｏ
Ｌ
、日
ヽ
ｏ
ｘ
■
一日
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